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会 社 概 要 

株式会社エヌティスチール  

社     名  / 株式会社 エヌティスチール 

法 人 設 立 / 平成15年2月10日（営業開始日3月17日） 

本     社  / 〒130-0011 東京都墨田区東駒形３－１５－８ 

スリッター工場 / 〒279-0025 千葉県浦安市鉄鋼通り１－９－４ 

(本  社）    TEL 047（354）6688 FAX 047（354）5291

ﾚﾍﾞﾗｰ工場   / 〒279-0025 千葉県浦安市鉄鋼通り１－２－３ 

TEL 047（354）6689 FAX 047（353）5825

資  本  金 / 5、500万円 

役     員 / 代表取締役社長 日塔 寛  

取締役工場長    関口 紀元        

取締役（職長）    竹内 秀幸 

監 査 役   日塔 智恵美

従 業 員 数 / 47名 

取 引 銀 行 / 三井住友銀行   三菱東京ＵＦＪ銀行

京葉銀行  千葉銀行 朝日信用金庫

主要仕入先 / 伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社    

鋼鈑商事株式会社           

ISO9001認証取得工場 
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代表取締役　　日塔　寛

取締役工場長　竹内　秀幸

取締役部長　　稲山　智和

監　査　役　　日塔　智恵美　　

-2-

代表取締役社長　   　

取締役工場長 

取締役営業本部長

監　査　役

日塔　寛

太田　正敏

稲山　智和

日塔　智恵美

株式会社 エヌティスチール

会　社　概　要　　

(354)6689

(354)6688

認証・登録範囲はスリッター工場とレベラー工場のすべての活動
環境管理責任者：橋本　聖吾（連絡先：047-354-6689)
代表取締役　　：日塔　寛

資　本　金　/　5,500万円

事業内容　　/　鉄鋼切断加工業及び鉄鋼販売
　　　　　　　敷地面積　レベラー工場700坪スリッター工場1000坪
　　　　　　　月間加工量　8500トン　販売量　1000トン
　　　　　　　月商　1億1000万円

従業員数　/　44名

(登記上)
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（回覧ルート）

社長→環境管理責任者→工場部門責任者→全従業員

改版履歴

スリッター工場部門責任者が職長→工場長昇格の為　

第6版 組織変更の為 2017.6.1

組織変更の為

改定月日

第4版 2013.9.1

2015.4.1第5版

第7版 2021.6.1

組織変更の為

役職

版数

代表取締役社長

環境管理責任者

改定理由

工場部門責任者 環境経営システムの方針,実施計画を自部門で実施,維持,継続的改善を行う
全従業員への指示、実施状況の確認

環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

社長への環境経営システムの実施状況報告

諮問機関である環境委員会の委員長として委員会の運営

推進機関であるＥＡ２１の事務局の責任者として事務局運営

それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する

会議開催時等に各部門責任者に対し実施状況の確認を行う

関連法規の維持確認

全従業員
工場部門責任者の指示で行う

代表者
代表取締役社長

環境管理責任者
橋本　聖吾

責任および権限

環境管理責任者の任命

環境方針の制定

環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

環境経営システムの定期的見直しの実施

社内情報の外部公開可否決定

ＥＡ２１事務局

全従業員

工場部門責任者
太田　工場長

環境管理実施体制表



　*環境・品質経営方針

基本方針
株式会社エヌティスチールは、経営理念『お客様から愛されるスチールサービスセンターを
目指し、新しい技術に挑戦し、豊かな社会に貢献します。』を目標にして、
『爽やか、清潔、センス良く』の３Ｓをテーマに環境・品質への継続的改善に取組んでいきます。

行動方針
① 当社は環境にやさしい技術、プロセス、サービスの提供に努め、継続的に改善を進め、
環境汚染の予防に努めます。

② 当社は法令及び当社が同意するその他の要求事項を遵守することは勿論、お取引先の
ご要望にお応えできるよう、最大限努力いたします。

③ 当社全員が取り組む活動として以下の項目をあげ、具体的な目的・目標を
設定し推進します。

１、購入電力の削減
２、品質向上を常にはかり、納期の遵守
３、副資材及びコピー用紙の資源投入の削減
４、グリーン購入を積極的に活用
５、人にやさしい機械設備導入の推進

④ 当社は社員各個人でも、環境に関する目標を設定し　会社が取り組む目標と平行して
実行していく。（各個人の目標設定が期間内に実行できた場合は、さらに目標を設定し
実行していく）

⑤ この環境・品質経営方針は、全社員に周知徹底するとともに一般の人にも開示する。

令和4年8月1日

認証番号 0002148



過去3年間の実績平均値を基準とし、取組項目について下記の目標とした。

基準値
第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 301,562 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 5.965 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 5.905 ー ー

3,654 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 3,617 ー ー

1,090 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 1,079 ー ー

10.77

27.71

467.332 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 462.66 ー ー

82,167 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 81,345 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

521

436,697

73,230

※1.　 一般廃棄物・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※2.　 水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※3.　購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

※4.　基準値を最新の過去3年実績値平均に毎年見直しています

加工重量（ｔ）

水の使用量の削減( ) 手順の遵守

購入電力（kWh）

資
源
の
投
入

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

グリーン購入 購買手順の遵守

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目

機械停止
年間20時
間以内(h)

機械停止
年間20時
間以内(h)

機械停止
年間20時
間以内(h)

納期遵守

手順の遵守
産業廃棄物の削減(ｔ)

手順の遵守

購買手順の遵守

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

－ － －

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)
手順の遵守

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

3. 環境経営目標

会社全体

取組項目
目　　標 目　標　値

過去3年
実績値平均

第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）



過去3年間の実績平均値を基準とし、取組項目について下記の目標とした。

基準値
第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 205,447 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 5.783 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 5.725 ー ー

3,494 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 3,459 ー ー

758 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 750 ー ー

5.39

23.65

75.426 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 74.67 ー ー

51,500 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 50,985 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

304

287,459

49,713

基準値
第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 96,114 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 6.350 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 6.287 ー ー

160 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 158 ー ー

332 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 329 ー ー

5.39

4.06

391.906 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 387.99 ー ー

30,667 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 30,360 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

217

149,238

23,517

※1. 一般廃棄物・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※2.　 水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません

※3.　購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

※4.　基準値を最新の過去3年実績値平均に毎年見直しています

購入電力（kWh）

加工重量（ｔ）

納期遵守

水の使用量の削減( ) 手順の遵守 手順の遵守

購買手順の遵守

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

資
源
の
投
入

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

グリーン購入 購買手順の遵守

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)
手順の遵守 手順の遵守

産業廃棄物の削減(ｔ)

－ － －

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

取組項目
目　　標 目　標　値

過去3年
実績値平均

第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

加工重量（ｔ）

レベラー工場

水の使用量の削減( ) 手順の遵守

購入電力（kWh）

資
源
の
投
入

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

グリーン購入 購買手順の遵守

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

納期遵守

手順の遵守
産業廃棄物の削減(ｔ)

手順の遵守

購買手順の遵守

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

－ － －

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)
手順の遵守

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

3. 環境経営目標

スリッター工場

取組項目
目　　標 目　標　値

過去3年
実績値平均

第22期 第23期 第24期

（R5.9～R6.8） （R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）



( 過去3年実績
値平均の-1％)

実績値（co2排出係数＝

0.636）※3 削減率

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 301,562 ー 208,566 ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 5.965 5.905 6.267 6.1% ●

3,654 3,617 4,480 23.8% ●

1,090 1,079 851 -21.1% 〇

10.77 ※1 ー 10.60 -1.6% 〇

27.71 ※1 ー 31.30 13.0% ●

467.332 462.66 406.321 -12.2% 〇

82,167 81,345 77,000 -5.3% 〇

‐ 252.0 ー ●

排水（上水の使用量）

521 ※2 ー 531 1.9% ●

436,697 ー 430,484 -1.4%

73,230 ー 68,689 -6.2%

※1.　 一般・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。
一般廃棄物である木くずは市クリーンセンターで焼却処分扱いだったが
資源有効利用の視点からリサイクル業者に引き取ってもらうように変更した。
対象業者が木材と廃プラスチックを区分けせず産業廃棄物として回収するため、
木材も産業廃棄物としてカウントすることになった。(R4.5)

※2.　 水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※3.　 購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

・R6.3に経営会議で進捗状況を評価
ガソリンの使用量は営業活動再開に伴い大幅な増加。エコドライブを守る。
灯油の使用量は目標達成までの使用量を伝え手順を遵守
機械停止時間は大幅に超えてしまった。早急に修理業者を探す。
その他の項目は中間値の目標を達成しているので、このまま続ける

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

第22期(R5.9～R6.8)

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)

産業廃棄物の削減(ｔ)

4. 環境経営目標に対する実績および評価

会社全体

取組項目
過去3年
実績値平均

今期目標値

実　績　値

評価

資
源
の
投
入

納期遵守

購入電力（kwh）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

水の使用量の削減( )

加工重量（ｔ）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

製
品
及
び
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
項
目

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)



( 過去3年実績
値平均の-1％)

実績値（co2排出係数＝

0.636）※4 削減率

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 205,447 ー 148,620 ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 5.783 5.725 6.023 5.2% ●

3,494 3,459 4,320 24.9% ●

758 750 651 -13.2% 〇

5.39 ※2 ー 5.30 -1.6% 〇

23.65 ※2 ー 29.10 23.1% ●

75.426 74.67 62.840 -15.8% 〇

51,500 50,985 45,500 -10.8% 〇

‐ 9.0 ー ○

排水（上水の使用量）

304 ※3 ー 291 -4.4% 〇

287,459 ー 298,026 3.7%

49,713 ー 49,479 -0.5%

( 過去3年実績
値平均の-1％)

実績値（co2排出係数＝

0.636）※4 削減率

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 96,114 ー 59,945 ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 6.350 6.287 6.895 9.7% ●

160 158 160 1.0% ●

332 329 200 -39.2% 〇

5.39 ※2 ー 5.30 -1.6% 〇

4.06 ※2 ー 2.20 -45.8% 〇

391.906 387.99 343.482 -11.5% 〇

30,667 30,360 31,500 3.8% ●

‐ 243.0 ー ●

排水（上水の使用量）

217 ※3 ー 240 10.8% ●

149,238 ー 132,458 -11.2%

23,517 ー 19,210 -18.3%

※1. 一般廃棄物の削減　の項目については工場個別の集計が出来ないため基準年の数値及び実績値は全体の1/2ずつの数値として有ります

※2.　一般廃棄物・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※3.　

※4.　購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

評価
第22期(R5.9～R6.8)

廃
棄
物

コピー紙の使用量の削減(枚)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

今期目標値

材木の使用量の削減( )

過去3年
実績値平均

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません

実　績　値

取組項目 今期目標値

4. 環境経営目標に対する実績および評価

第22期(R5.9～R6.8)過去3年
実績値平均

スリッター工場

実　績　値

評価

材木の使用量の削減( )

製
品
及
び
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
項
目

納期遵守

取組項目

レベラー工場

資
源
の
投
入
コピー紙の使用量の削減(枚)

製
品
及
び
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
項
目

資
源
の
投
入

加工重量（ｔ）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

一般廃棄物の削減(ｔ)※1

産業廃棄物の削減(ｔ)

納期遵守

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)※1

産業廃棄物の削減(ｔ)

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

購入電力（kwh）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

加工重量（ｔ）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

購入電力（kwh）（実績値の削減率の欄に記入してある値は取
組項目と同様に過去の実績量より算出した値です。）

水の使用量の削減( )

水の使用量の削減( )



環境目標 実施事項

　　機械停止時の電源OFFの実施

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（1） 　　不要照明の消灯

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　製造工程改善

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（3）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（4）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　使用可能台木の返却

（5） 材木の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　切断時の歩留まりの向上

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　裏紙としての再利用

（6）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　運行前の事前点検

（7）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　ファン停止時主電源OFFの実施

（8） 水の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

今年度の改善点

R5.9 2号棟製品置場に自走式ラック4台設置
R6.5 日本テクノの電力メニューをプレフィックスに変更

太田工場長

5.　環境活動計画の取組結果　（　実施期間　令和5年9月　～　令和6年8月 /期間後であっても継続実施　）

実施責任者

一般廃棄物の削減/ゴミの分別

ガソリンの使用量の削減
/アイドリングストップの推進

スリッター工場

太田工場長

太田工場長

（2）

灯油の使用量の削減
/暖房温度の管理

太田工場長
加工重量あたりの
購入電力の削減

※毎月各実施事項を実施責任者に確認の後、○印を記入する。

機械停止１０h/年　以内
太田工場長

太田工場長

太田工場長

コピー紙の使用量の削減
又、コピー紙はグリーン製品を
購入を基本とする

橋本　課長



環境目標 実施事項

　　機械停止時の電源OFFの実施

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（1） 　　不要照明の消灯

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　製造工程改善

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（3）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（4）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　使用可能台木の返却

（5） 材木の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　切断時の歩留まりの向上

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　裏紙としての再利用

（6）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　運行前の事前点検

（7）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　節水ステッカー等による水の使用に対する啓発

（8） 水の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（9）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

今年度の改善点

R6.1 屋根に遮熱塗料をコーティング
R6.3 大型レベラー電気関係の修理業者を変更
R6.5 日本テクノの電力メニューをプレフィックスに変更

※毎月各実施事項を実施責任者に確認の後、○印を記入する。

太田工場長

機械停止１０h/年　以内
太田工場長

太田工場長

アルミメッキ鋼板の提案 竹田次長

コピー紙の使用量の削減
又、コピー紙はグリーン製品を
購入を基本とする

橋本　課長

（2）
ガソリンの使用量の削減
/アイドリングストップの推進

太田工場長

太田工場長

一般廃棄物の削減/ゴミの分別 太田工場長

灯油の使用量の削減
/暖房温度の管理

レベラー工場
実施責任者

5.　環境活動計画の取組結果　（　実施期間　令和5年9月　～　令和6年8月 /期間後であっても継続実施　）

太田工場長
加工重量あたりの
購入電力の削減



全社目標 削減率 判定

（3） 851 -21.1% 〇

（4） ― -1.6% 〇

（5） ― 13.0% ●

（8）
機械停止

年間20時間以
内(ｈ)

1160% ●

-1.4%

-6.2%

判定欄　　○印は目標値をクリアできた場合、●印は目標値をクリアできなかった場合とする。

6. 環境活動の取組結果の評価

取組結果の評価

●

（1）
加工重量あたりの購入電力

の削減（ｋWｈ/ｔ)

（2）
ガソリンの使用量の削減

（L)
4,480 23.8%

購入電力は減少したが、加工重量あたりでは増
加してしまった。

営業活動再開に伴い、大幅な増加となった。

環境目標

良好な結果となった。
灯油の使用量の削減

（L)

6.267 6.1% ●

（7）

（6） 〇-12.2%406.321
材木の使用量の削減

( )

77,000
コピー紙の使用量の削減

(枚)
-5.3%

一般廃棄物の削減(ｔ)

（9）
水の使用量の削減

( )
1.9%

購入電力の過去３年実績値　平均に対
する今年度の増減率

加工重量の過去３年実績値　平均に対
する今年度の増減率

―

良好な結果となった。

産業廃棄物の削減(ｔ)

●

納期遵守

〇
全社としての使用量の削減率は十分な結果と
なった

少し増加してしまった。

良好な結果となった。

モーター不具合により1ヶ月半機械停止してし
まった

増加してしまった。



環境目標 実施事項

　　機械停止時の電源OFFの実施

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（1） 　　不要照明の消灯

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　製造工程改善

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（3）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（4）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　使用可能台木の返却

（5） 材木の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　切断時の歩留まりの向上

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　裏紙としての再利用

（6）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　運行前の事前点検

（7）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　ファン停止時主電源OFFの実施

（8） 水の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

環境目標 実施事項

　　機械停止時の電源OFFの実施

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（1） 　　不要照明の消灯

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　製造工程改善

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（3）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（4）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　使用可能台木の返却

（5） 材木の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　切断時の歩留まりの向上

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　裏紙としての再利用

（6）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　運行前の事前点検

（7）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

　　節水ステッカー等による水の使用に対する啓発

（8） 水の使用量の削減
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（9）
9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

※毎月各実施事項を実施責任者に確認の後、○印を記入する。

太田工場長

太田工場長

太田工場長

機械停止１０h/年　以内

お客様の環境負荷低減につ
ながるｱﾙﾐﾒｯｷ鋼板の提案 竹田次長

コピー紙の使用量の削減
又、コピー紙はグリーン製品を
購入を基本とする

橋本　課長

実施責任者

太田工場長廃棄物の削減/ゴミの分別

廃棄物の削減/ゴミの分別

灯油の使用量の削減
/暖房温度の管理

コピー紙の使用量の削減
又、コピー紙はグリーン製品を
購入を基本とする

橋本　課長

太田工場長
加工重量あたりの
購入電力の削減

太田工場長

太田工場長

7. 次年度の環境活動計画　（　実施期間　令和6年9月　～　令和7年8月 /期間後であっても継続実施　）

レベラー工場

実施責任者

機械停止１０h/年　以内

ガソリンの使用量の削減
/アイドリングストップの推進

スリッター工場

太田工場長

太田工場長

太田工場長

太田工場長

太田工場長

灯油の使用量の削減
/暖房温度の管理

加工重量あたりの
購入電力の削減

太田工場長

（2）



過去3年間の実績平均値を基準とし、取組項目について下記の目標とした。

基準値
第23期 第24期 第25期

（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8） （R8.9～R9.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 269,346 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 6.079 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 6.019 ー ー

4,306 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 4,263 ー ー

1,058 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 1,047 ー ー

10.67

29.62

440.476 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 436.07 ー ー

78,833 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 78,045 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

509

433,701

71,399

※1.　 一般廃棄物・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※2.　 水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※3.　購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

※4.　基準値を最新の過去3年実績値平均に毎年見直しています

手順の遵守 手順の遵守

購買手順の遵守 購買手順の遵守

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

機械停止
年間20時間
以内(ｈ)

加工重量（ｔ）

水の使用量の削減( ) 手順の遵守 手順の遵守

購入電力（kWh）

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目

機械停止
年間20時
間以内(h)

機械停止
年間20時
間以内(h)

機械停止
年間20時
間以内(h)

納期遵守

廃
棄
物

資
源
の
投
入

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

グリーン購入

一般廃棄物の削減(ｔ)

産業廃棄物の削減(ｔ)

－ － －

8. 環境経営目標

会社全体

取組項目
目　　標 目　標　値

過去3年
実績値平均

第23期 第24期 第25期

（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8） （R8.9～R9.8）



過去3年間の実績平均値を基準とし、取組項目について下記の目標とした。

基準値
第23期 第24期 第25期

（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8） （R8.9～R9.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 186,667 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 5.880 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 5.821 ー ー

4,146 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 4,104 ー ー

775 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 767 ー ー

5.34

26.53

69.110 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 68.42 ー ー

48,000 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 47,520 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

277

292,206

49,703

基準値
第23期 第24期 第25期

（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8） （R8.9～R9.8）

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 82,679 ー ー ー

加工重量あたりの
購入電力の削減

（kWh/ｔ) 6.545 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 6.480 ー ー

160 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 158 ー ー

283 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 281 ー ー

5.34

3.09

371.367 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 367.65 ー ー

30,833 基準値比 -1% 基準値比 -1% 基準値比 -1% 30,525 ー ー

‐

排水（上水の使用量）

232

141,495

21,696

※1. 一般廃棄物・産業廃棄物の削減　については外的要因が大きく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません。

※2.　 水の使用量の削減　については全体の使用量が使用人員数と比して多くなく、遵守事項としたうえで目標値は設定していません

※3.　購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年日本テクノ調整後実績の0.446ｋｇ-CO2/kwhを使用しました。

※4.　基準値を最新の過去3年実績値平均に毎年見直しています

手順の遵守

手順の遵守 手順の遵守

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

－ －

第25期

（R8.9～R9.8）（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

第23期 第24期

加工重量（ｔ）

購入電力（kWh）

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

納期遵守
機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

－

納期遵守

水の使用量の削減( )

購入電力（kWh）

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目

レベラー工場

取組項目

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

8. 環境経営目標

スリッター工場

取組項目

過去3年
実績値平均

廃
棄
物

コピー紙の使用量の削減(枚)

資
源
の
投
入

一般廃棄物の削減(ｔ)

産業廃棄物の削減(ｔ)

材木の使用量の削減( )

ガソリンの使用量の削減(L)

灯油の使用量の削減(L)

グリーン購入

第23期

手順の遵守 手順の遵守

－－

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

機械停止
年間10時
間以内(h)

手順の遵守

第24期

（R6.9～R7.8） （R7.9～R8.8）

購買手順の遵守購買手順の遵守

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

機械停止
年間10時間
以内(ｈ)

廃
棄
物

一般廃棄物の削減(ｔ)

産業廃棄物の削減(ｔ)

加工重量（ｔ）

目　標　値

目　標　値目　　標

目　　標

第25期

（R8.9～R9.8）

購買手順の遵守

手順の遵守手順の遵守

購買手順の遵守

－

過去3年
実績値平均

資
源
の
投
入

水の使用量の削減( )

グリーン購入

材木の使用量の削減( )

コピー紙の使用量の削減(枚)

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る

項
目



○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

2024/9/1

1回/年 1回/年

○
リコー エコアクション21 リコー

2024/9/1
記録確認そ

の
他

リコーグループ
化学物質管理システムの
認証登録

2015/4/1 1回/年 1回/四半期

記録確認 2024/9/1

業務用エアコン

そ
の
他

フロン類漏洩防止の為機器
の適切な設置並びに点検及
び故障時の迅速な整備等が
求められるとともに、冷媒フ
ロン類の漏洩量が相当程度
多い場合における、フロン類
算定漏洩量の、国への報告
簡易点検を行う

フロン排出抑制法 環境省 2024/9/1

2011/4/1 1回/年 1回/年

現場の確認2024/9/1

マニフェスト

　　　　　　　　　避難施設の管理

廃
棄
物

保管基準・廃棄物が運搬される
までの保管場所には、廃棄物
の種類、管理者名等が記した掲
示板を設ける。委託基準・委託
される業者が許可を受けた者で
あるか許可内容等を確認する。
契約書記載事項に不備がない
か確認する。マニフェストの管
理を行う。

産業廃棄物 廃棄物処理法 環境省 2024/9/1

灯油 2007/4/1 第3章　条例第98号第40条 1回/年 1回/年

第3章　条例第98号第31条の２ 浦安市 2024/9/1 現場の確認2024/9/1

ガソリン 　　　　　　　　　浦安市火災予防条例

危
険
物

ｷﾞﾔｰｵｲﾙ 浦安市条例　第１2編　消防

油圧ｵｲﾙ 火災予防

2006/6/2 1回/年 1回/年

2024/9/1 自動車引取り時 2024/9/1

浦安市 記録確認

1回/年 1回/年

そ
の
他

使用済となった自動車を引
取り業者に引き渡さなけれ
ばならない。所有者は、車の
購入時にﾘｻｲｸﾙ料金及び情
報／資金管理料金を支払い
ﾘｻｲｸﾙ券券を受取る。制度
施行時に使用中の自動車が
最初の車検までﾘｻｲｸﾙ料金
を支払う。

営業車 自動車ﾘｻｲｸﾙ法 環境省

第2章　条例第2号26条の3 浦安市 2024/9/1 領収書で確認 2024/9/1

木くず、紙くず
事業系少量一般廃棄物を排
出しようとするときは、あらか
じめその旨を市長に届け出
なければならない。1994/3/29

1回/年 1回/年

廃
棄
物

浦安市廃棄物
の減量及び適
正処理等に関
する条例

浦安市条例　第9編　衛生・環境

一般廃棄物

領収書で確認 2024/9/1

紙くず、その他

廃
棄
物

一般廃棄物の委託の遵守

一般廃棄物 廃棄物処理法 （一般廃棄物の収集運搬業者） 環境省 2024/9/1

2011/4/1 法令第7条1項

見直し実施日 遵守確認日

最新版改定日 見直し確認者 順守確認の方法 確認者

条
例

そ
の
他

規制の対象 関係法規等 規則事項 見直し
調査方法

9.環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果

項
目
規制区分 遵守評価
法
令
規
則

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本

スチール
㈱エヌティ

'24.9.1
橋本



購入電力量削減はほぼ　目標を達成できたといえます。

来期の目標値は今の加工量増加率よりも増えないよう努力願います。

スキット材（材木）の使用量削減は　十分達成できていますので

加工量増加率よりも増えないようにお願いいたします。

産業廃棄物は輸入母材の入庫が増えており　梱包資材が変更にならない限り

削減は難しい。納入業者とともに新しい方策を考えていかなければ

削減は難しいかもしれません。

コピー紙使用量は　目標を達成していますが

今後さらにペーパレス化を進め　目標達成をお願いいたします。


